
南部地区でのデマンド交通実証実験（案）について 
    

    地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を活用して、平成２７地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を活用して、平成２７地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を活用して、平成２７地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を活用して、平成２７年度年度年度年度中に南部中に南部中に南部中に南部

地区において「デマンド交通実証実験」を実施します。地区において「デマンド交通実証実験」を実施します。地区において「デマンド交通実証実験」を実施します。地区において「デマンド交通実証実験」を実施します。    

    

１．１．１．１．    運行運行運行運行主体主体主体主体    

夕鉄バス㈱を予定夕鉄バス㈱を予定夕鉄バス㈱を予定夕鉄バス㈱を予定    

    

２．使用車両２．使用車両２．使用車両２．使用車両    

市市市市で用意で用意で用意で用意し、事業者に貸与し、事業者に貸与し、事業者に貸与し、事業者に貸与    

    

３．運行イメージ３．運行イメージ３．運行イメージ３．運行イメージ    

南部地区を示す南部地区を示す南部地区を示す南部地区を示す右図で右図で右図で右図で、、、、緑の範囲緑の範囲緑の範囲緑の範囲

がデマンド交通がデマンド交通がデマンド交通がデマンド交通ののののサービス範囲とサービス範囲とサービス範囲とサービス範囲と

なり、その中に居住するなり、その中に居住するなり、その中に居住するなり、その中に居住する利用者登録利用者登録利用者登録利用者登録

をしたをしたをしたをした方方方方のののの自宅自宅自宅自宅前まで迎えに行き、前まで迎えに行き、前まで迎えに行き、前まで迎えに行き、

図の黄色の範囲内の施設まで、路線図の黄色の範囲内の施設まで、路線図の黄色の範囲内の施設まで、路線図の黄色の範囲内の施設まで、路線

バスと同程度の運賃でバスと同程度の運賃でバスと同程度の運賃でバスと同程度の運賃でデマンド交デマンド交デマンド交デマンド交

通通通通を運行します。を運行します。を運行します。を運行します。    

デマンド交通デマンド交通デマンド交通デマンド交通は、決まった時間には、決まった時間には、決まった時間には、決まった時間に

南部地区を出発しますが、予約が一南部地区を出発しますが、予約が一南部地区を出発しますが、予約が一南部地区を出発しますが、予約が一

人も無い場合は運行しません人も無い場合は運行しません人も無い場合は運行しません人も無い場合は運行しません。。。。    

清水沢地区を清水沢地区を清水沢地区を清水沢地区を出発する便は、決ま出発する便は、決ま出発する便は、決ま出発する便は、決ま

った時間に清水沢の停留所で乗客った時間に清水沢の停留所で乗客った時間に清水沢の停留所で乗客った時間に清水沢の停留所で乗客

を乗せて、自宅前まで運行します。を乗せて、自宅前まで運行します。を乗せて、自宅前まで運行します。を乗せて、自宅前まで運行します。    

いずれの利用も事前の予約が必いずれの利用も事前の予約が必いずれの利用も事前の予約が必いずれの利用も事前の予約が必

要となります。要となります。要となります。要となります。    

    

４．４．４．４．清水沢清水沢清水沢清水沢地区の地区の地区の地区の停留所停留所停留所停留所    

  清湖町入口清湖町入口清湖町入口清湖町入口、、、、市民健康広場、宮前町、市民健康広場、宮前町、市民健康広場、宮前町、市民健康広場、宮前町、南支所、小学校前、清陵町、南支所、小学校前、清陵町、南支所、小学校前、清陵町、南支所、小学校前、清陵町、清陵橋、清陵橋、清陵橋、清陵橋、工業団地入口、工業団地入口、工業団地入口、工業団地入口、    

公設市場前、公設市場前、公設市場前、公設市場前、夕張高校夕張高校夕張高校夕張高校前、中学校前、南清水沢駅前、清水沢駅前前、中学校前、南清水沢駅前、清水沢駅前前、中学校前、南清水沢駅前、清水沢駅前前、中学校前、南清水沢駅前、清水沢駅前    

    

５．運行時間５．運行時間５．運行時間５．運行時間    

            調査報告書のアンケートと調査報告書のアンケートと調査報告書のアンケートと調査報告書のアンケートと事業者との協議を考慮して決定する。事業者との協議を考慮して決定する。事業者との協議を考慮して決定する。事業者との協議を考慮して決定する。    

    

６．運行日６．運行日６．運行日６．運行日    

            本格運行に向けた曜日別データの取得のため、本格運行に向けた曜日別データの取得のため、本格運行に向けた曜日別データの取得のため、本格運行に向けた曜日別データの取得のため、毎日運行とする。毎日運行とする。毎日運行とする。毎日運行とする。    

    

７７７７．．．．利用料利用料利用料利用料    

        バスと同程度の運賃設定とするバスと同程度の運賃設定とするバスと同程度の運賃設定とするバスと同程度の運賃設定とする。。。。    

        また、高齢者割引や障がい者割引また、高齢者割引や障がい者割引また、高齢者割引や障がい者割引また、高齢者割引や障がい者割引、回数券、回数券、回数券、回数券、定期券の利用を可能とする。、定期券の利用を可能とする。、定期券の利用を可能とする。、定期券の利用を可能とする。    

    

    

    

    

    

    

    

８８８８．．．．実施時期実施時期実施時期実施時期    

        平成２７年１１月頃を目途に平成２７年１１月頃を目途に平成２７年１１月頃を目途に平成２７年１１月頃を目途に３か３か３か３か月月月月    

    

    

９９９９．実証実験の目標人員．実証実験の目標人員．実証実験の目標人員．実証実験の目標人員    

        調査報告書の利用頻度別利用意向数によると１日あたりの利用意向数は、南部地区で１３．２人調査報告書の利用頻度別利用意向数によると１日あたりの利用意向数は、南部地区で１３．２人調査報告書の利用頻度別利用意向数によると１日あたりの利用意向数は、南部地区で１３．２人調査報告書の利用頻度別利用意向数によると１日あたりの利用意向数は、南部地区で１３．２人////

日となっており、実施期間が３か月と短いことも考慮して利用意向数の５０％の６．６人日となっており、実施期間が３か月と短いことも考慮して利用意向数の５０％の６．６人日となっており、実施期間が３か月と短いことも考慮して利用意向数の５０％の６．６人日となっており、実施期間が３か月と短いことも考慮して利用意向数の５０％の６．６人////日とする。日とする。日とする。日とする。    

    

    

１０．実証実験終了後１０．実証実験終了後１０．実証実験終了後１０．実証実験終了後 

実施目標の達成度など実証実験結果について、協議会で検証を行う。実施目標の達成度など実証実験結果について、協議会で検証を行う。実施目標の達成度など実証実験結果について、協議会で検証を行う。実施目標の達成度など実証実験結果について、協議会で検証を行う。    

また、本格運行に向けて検討進める。また、本格運行に向けて検討進める。また、本格運行に向けて検討進める。また、本格運行に向けて検討進める。    

    

    

 

１１１１１１１１．スケジュール．スケジュール．スケジュール．スケジュール    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証運行

住民周知（広報全戸配布、住民説明会、利用者登録受付）

事業者、関係機関との協議

利用者アンケートの実施

利用者との意見交換会

札幌運輸支局届出関係

（27年度第1回）実証実験内容協議

（27年度第2回）実証実験直前報告・アンケート案協議

（27年度第3回）デマンド交通実証実験結果検証

8

デマンド
実証実験

協議会

2 3

28年27年
業務内容

9 10 11 12 14 5 6 7

【南部地区での導入イメージ】 

平成平成平成平成 

２７２７２７２７ 

年度年度年度年度 

� 南部地区でのデマンド交通の実証実験 

� 南部地区での実証実験結果の検証 

� 利用促進策・改善策の検討と実施 

（事業者の協力や予算措置などの条件が満たされた場合） 

平成平成平成平成 

２２２２8888 

年度年度年度年度以降以降以降以降 

� 南部地区でのデマンド交通の本格運行 

� 他地域への展開可能性の検討 

資料４ 


